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（coefficient of variation；CV）は1.5～2.7％であった。

各試料を1日1回測定し、試薬、装置を変えずに20回繰

り返して行った測定間再現性試験の結果（検量線作成

後95日間に渡って20回測定）、各試料の測定値のCVは

2.1～3.6％であった（表２）。

［3］希釈直線性

希釈直線性試験を濃度の異なる3種のEDTA血漿検

体を用い4重測定にて行った。各々の検体を専用希釈重［ 3 ］ 希 釈 直 正 ャ 逐 Ｏ : 専 び ⒑ 諺 弾 酒 妄 徼 玄 翆 ┛ 2.1～3斂奈嗘績検堰［(杯 各試凌希者 ⋛ Ş 各 試 凌 希 ：
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モグロビン濃度が38.1 mg／dLとなると、検体は赤み






